
宇
和
島
藩
士
の
観
た
仙
助
能
〈
道
成
寺
〉

―
宇
和
島
伊
達
文
化
保
存
会
蔵
『
乱
舞
方
重
習
』
所
収
資
料
か
ら
―岩

城

賢

太

郎

＊
キ
ー
ワ
ー
ド

辻
能
・
仙
助
座
・
宇
和
島
伊
達
家
・
伊
達
村
候
・
道
成
寺
・
乱
拍
子
・
間
狂
言
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［
宇
和
島
藩
主
と
能
楽
］

　

宇
和
島
藩
は
、
仙
台
藩
初
代
藩
主
伊
達
政
宗
の
長
子
秀
宗
が
仙
台
よ
り
宇
和
島
に

初
入
部
し
た
慶
長
二
十
年
（
一
六
一
五
）
に
始
ま
り
、
能
楽
は
そ
の
秀
宗
の
治
政
期
の

当
初
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
と
見
え
る
。
宇
和
島
藩
の
能
楽
に
つ
い
て
は
、
諸
代
藩
主

の
記
録
を
摘
記
し
た
『
記
録
書
抜
』
の
記
事
か
ら
、
二
代
藩
主
宗
利
の
治
政
期
以
降

は
確
認
出
来
る（

注
１
）が
、
宇
和
島
伊
達
家
文
書
中
の
分
限
帳
に
よ
れ
ば
、
秀
宗
の
時
代
か

ら
行
わ
れ
て
い
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
以
下
に
元
和
四
年
（
一
六
一
八
）
の
分
限

帳
「
元
和
四
年　

惣
侍
衆
知
行
御
切
米
御
扶
持
方
之
留
帳
」（

注
２
）か
ら
抜
粋
す
る
。

　
　
　

御
乱
舞
衆

一
、
拾
人
分　

三
十
石　

田
中
藤
衞
門

一
、八
人
分　

三
十
石　

松
本
彦
兵
衛

一
、八
人
分　

三
十
石　

小
武
家
善
左
衛
門

一
、
拾
人
分　

三
十
石　

可
野
与
作

一
、六
人
分　

五銀
子
百
目石　
　

半
都

　

本
人
五
人
、
増
人
右
合
四
拾
仁
人
、
此
米
一
月
ニ
付

一
、六
石
三
斗

一
、
御
切
米
百
仁
拾
五
石
也

　

政
宗
自
身
が
太
鼓
を
よ
く
し
、
歴
代
の
仙
台
藩
主
が
能
楽
に
殊
に
造
詣
の
深
か
っ

た
こ
と
は
、『
宮
城
縣
史
14
（
文
学
芸
能
）』
に
も
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
あ
る
い
は
、

右
の
五
人
の
「
御
乱
舞
衆
」
は
、
仙
台
藩
か
ら
従
っ
た
家
臣
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
続

く
二
代
藩
主
宗
利
か
ら
最
後
の
宇
和
島
藩
主
九
代
宗
徳
ま
で
、
宇
和
島
藩
で
は
、
そ

の
能
楽
と
の
親
し
み
方
に
相
違
は
あ
る
よ
う
だ
が
、
何
れ
の
藩
主
の
治
政
期
の
史
料

等
か
ら
も
、
能
楽
に
関
わ
り
の
あ
っ
た
こ
と
が
知
れ
る
。

　

そ
う
し
た
諸
代
藩
主
の
中
で
、
五
代
藩
主
村
候
は
、
能
楽
（
乱
舞
）
殊
に
小
鼓
を
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嗜
ん
だ
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
現
在
も
宇
和
島
市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
る
民
謡
「
宇

和
島
さ
ん
さ
」
は
村
候
の
治
政
期
に
歌
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
聞
く
が
、
そ
の
歌

詞
に
、「
君
は
小
鼓 

身
共
が
謡
い 

シ
ョ
ン
ガ
イ
ナ 

締
め
つ
ゆ
る
め
つ 

エ
ー 

モ
ロ
ト

モ
ニ
ヨ
」
と
あ
る
の
は
、
宇
和
島
藩
主
・
藩
士
の
間
に
囃
子
と
謡
を
介
し
て
の
強
い
結

び
つ
き
が
あ
っ
た
こ
と
を
歌
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
宇
和
島
の
歌
人
岡
野
中
立
（
梅

翁
）が
文
化
四
年（
一
八
〇
七
）に
記
し
た『
欽
仰
家
譚
』（『
伊
達
村
候
言
行
録
』と
も
）

に
は
、
村
候
の
能
楽
を
め
ぐ
る
営
み
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い（

注
３
）る
。

段
々
御
齢
も
高
く
な
ら
せ
ら
れ
け
れ
ば
、
御
起
居
を
以
専
一
の
御
養
生
と
被
遊
、

且
は
年
若
き
侍
の
内
、
別
て
外
様
の
者
多
く
御
相
手
被（

マ
マ
）

　

仰
付
、
御
側
近
く
罷

出
け
れ
ば
、
其
者
〳
〵
の
程
を
も
御
存
遊
さ
ん
と
の
御
事
也
。（
中
略
）
抑
御
相

手
の
面
々
の
内
、
文
武
を
心
掛
る
者
へ
は
専
被（

マ
マ
）

　

仰
付
け
り
。
乱
舞
に
心
を
投

て
文
武
怠
が
ち
な
る
者
へ
は
、
乱
舞
の
方
は
堪
能
な
り
と
も
忽
御
相
手
御
免
な

さ
れ
、
扨
又
小
禄
の
面
々
な
ど
、
衣
服
等
の
迷
惑
に
も
及
ぬ
や
う
に
と
御
心
を

被
為
配
け
り
と
ぞ
。

　

武
芸
と
乱
舞
と
の
密
接
な
関
わ
り
に
つ
い
て
も
説
い
て
お
り
、
老
年
に
至
る
ま
で
、

村
候
に
と
っ
て
は
、
乱
舞
は
宇
和
島
藩
士
へ
の
文
武
の
称
揚
と
も
密
接
に
関
わ
る
も

の
で
あ
っ
た
。
藩
主
・
藩
士
の
関
係
を
陰
で
支
え
て
い
た
芸
能
で
あ
っ
た
と
も
言
え
よ

う
。

　

そ
う
し
た
村
候
治
政
期
（
一
七
三
五
～
一
七
九
四
年
）
の
能
楽
関
連
の
文
書
等
、
約

三
十
点
を
一
括
し
て
桐
箱
に
ま
と
め
た
の
が
、
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
の
年
次
が
記

さ
れ
て
い
る
宇
和
島
伊
達
文
化
保
存
会
蔵
『
乱
舞
方
重
習
』（
資
料
整
理
番
号
②
９
‐

14
・
№
00
～
№
30
）
で
あ（

注
４
）る
。
こ
の
『
乱
舞
方
重
習
』
箱
中
に
は
、
能
の
各
流
の
秘

伝
や
囃
子
の
付
等
の
文
書
類
、
藩
が
蔵
し
て
い
た
能
道
具
や
謡
本
等
を
管
理
し
て
い

た
帳
簿
類
、
様
々
な
能
楽
関
連
資
料
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
藩
主
の
「
直
書
」
や

書
付
等
も
多
く
見
ら
れ
、
特
に
藩
主
に
関
わ
り
の
深
い
資
料
が
集
成
さ
れ
て
い
る
も

の
と
見
え
る
。
中
に
は
、
現
在
も
宇
和
島
伊
達
家
に
伝
わ
っ
て
い
る
小
鼓
胴
や
鼓
箱

等
に
関
す
る
記
述
も
見
ら
れ
、
現
在
は
失
わ
れ
て
い
る
謡
本
や
伝
書
類
の
情
報
等
も

得
ら
れ
、
宇
和
島
藩
政
期
の
能
楽
の
様
相
を
追
究
す
る
上
で
も
貴
重
で
あ（

注
５
）る
。

　

但
し
、『
乱
舞
方
重
習
』
の
箱
中
に
あ
っ
て
、
宇
和
島
藩
で
営
ま
れ
て
い
た
能
楽
と

は
異
な
る
資
料
が
二
点
あ
る
。
一
点
（
資
料
番
号
No. 

05
）
は
、
内
題
に
「
堀
井
千

（
マ
マ
）助

興
行
能
道
成
寺
金
森
惣
右
衛
門
相
勤
申
見
物
大
段
書
付
」
と
あ
る
全
6
丁
の
冊
子
本

（
半
葉
十
行
、
25
・
0
×
17
・
33
㎝
）
で
あ
り
、
現
状
で
は
、
上
下
二
つ
折
の
状
態
で

『
乱
舞
方
主
習
』
桐
箱
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
い
ま
一
点
（
資
料
番
号
No. 

07
）
は
、
同

じ
く
「
堀
井
千
助
興
行
能
道
成
寺
金
森
惣
右
衛
門
相
勤
申
見
物
大
段
書
付
」
と
内
題

に
あ
る
全
8
丁
の
冊
子
本
（
半
葉
十
行
、
28
・
6
×
20
・
3
㎝
）
で
あ
り
、
現
状
で
は
、

左
右
に
二
つ
に
折
っ
た
状
態
で
『
乱
舞
方
重
習
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　

当
該
の
資
料
（
以
下
、「
見
物
大
段
書
付
」
と
記
す
）
は
、
内
題
が
示
す
と
お
り
、

堀
井
仙
助
が
座
元
と
し
て
興
行
を
行
っ
た
辻
能
、
所
謂
仙
助
能
の
資
料
で
あ
り
、
そ

の
仙
助
座
が
演
じ
た
〈
道
成
寺
〉
の
観
能
に
つ
い
て
書
き
付
け
た
も
の
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、
明
和
・
天
明
期
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
神
沢
杜
口
の
随
筆
『
翁
草
』
は
、

京
の
能
役
者
橋
本
権
之
進
の
「
堀
井
千
助
が
辻
能
」
に
対
す
る
評
言
を
載
せ
て
い（

注
６
）る
。

千
助
が
道
成
寺
今
日
始
て
見
る
に
、
感
心
云
ふ
計
無
し
、
今
口
を
き
く
太
夫
に
、

是
程
道
成
寺
を
舞
ふ
人
は
覚
え
ず
、
尤
も
其
形
は
わ
け
も
な
き
事
に
し
て
か
ら

が
、
一
体
道
成
寺
我
物
に
成
て
あ
る
な
り
、
余
の
物
を
す
る
心
も
、
道
成
寺
も
、
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同
じ
心
に
て
勤
る
ゆ
ゑ
、
自
ら
道
成
寺
く
つ
ろ
い
で
面
白
し
、
理
り
哉
、
爰
彼

に
て
、
道
成
寺
の
場
数
千
助
ほ
ど
の
も
の
他
に
有
ま
じ
、
い
か
程
上
手
に
て
も
、

場
数
少
な
き
故
、
あ
れ
ほ
ど
く
つ
ろ
が
ず
（
巻
之
五
十
六
）

　

仙
助
の
〈
道
成
寺
〉
が
橋
本
権
之
進
の
周
り
の
能
太
夫
に
比
し
て
も
巧
み
で
あ
っ

た
と
評
す
る
が
、そ
れ
は
仙
助
座
が〈
道
成
寺
〉の
演
能
を
重
ね
て
い
た
た
め
で
も
あ
っ

た
と
言
う
。
こ
の
仙
助
座
が
演
じ
た
仙
助
能
は
、
明
治
三
十
六
年
十
二
月
に
九
代
目

仙
助
が
没
す
る
ま
で
続
い
て
い
た
辻
能
で
あ
り
、全
国
的
な
演
能
活
動
を
展
開
し
、〈
道

成
寺
〉〈
石
橋
〉
等
の
人
気
曲
を
西
日
本
各
地
か
ら
北
陸
地
方
に
至
る
ま
で
、
全
国
的

に
興
行
を
行
っ
て
廻
り
、
一
時
期
は
、
能
楽
四
流
一
座
の
活
動
を
脅
か
す
ほ
ど
の
人
気

を
集
め
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い（

注
７
）る
。
仙
助
座
に
つ
い
て
の
資
料
が
少
し
ず
つ
紹
介
さ

れ
、
興
行
の
様
相
等
に
つ
い
て
も
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い（

注
８
）る
が
、
そ
の
実
態
に
つ
い
て

は
未
だ
不
明
の
と
こ
ろ
が
多
い
。「
見
物
大
段
書
付
」
は
、
こ
の
名
高
い
仙
助
座
〈
道

成
寺
〉
演
能
の
様
子
を
、
宇
和
島
藩
士
の
視
線
を
通
し
て
具
体
的
に
書
き
付
け
た
珍

し
い
例
で
あ
る
。
よ
っ
て
以
下
、
本
稿
で
は
、「
見
物
大
段
書
付
」
の
本
文
を
翻
刻
し

て
紹
介
し
、
併
せ
て
宇
和
島
藩
の
能
楽
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
も
、
若
干
の
考
察
を

加
え
た
い
。

　

な
お
、「
見
物
大
段
書
付
」
二
点
は
、
い
ず
れ
も
紙
縒
り
二
本
で
簡
易
に
綴
じ
ら
れ

た
も
の
で
、
料
紙
は
大
き
さ
の
異
な
る
別
の
も
の
で
あ
る
が
、
両
冊
共
に
本
文
内
容

が
ほ
ぼ
共
通
し
て
お
り
、
そ
の
筆
跡
や
紙
面
の
様
子
等
か
ら
し
て
、
片
や
草
稿
本
で

あ
り
、
片
や
清
書
本
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
（
以
下
、
資
料
番
号
No. 

05
を
草
稿
本
、

資
料
番
号
No. 

07
を
清
書
本
と
記
す
）。
清
書
本
は
、前
後
に
本
文
共
紙
の
表
紙
を
備
え
、

前
表
紙
中
央
や
や
上
部
に
「
〆
」
と
の
み
記
さ
れ
て
い
る
が
、
本
文
は
大
凡
、
字
配

り
改
行
位
置
・
書
き
入
れ
注
記
等
を
違
え
る
こ
と
な
く
草
稿
本
を
忠
実
に
写
し
て
い

る
と
見
え
、
墨
滅
箇
所
や
見
せ
消
ち
が
訂
せ
ら
れ
、
や
や
調
っ
た
筆
跡
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
草
稿
本
を
座
右
に
写
し
て
清
書
し
、
表
紙
を
付
し
て
体
裁
を
整
え
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
よ
っ
て
以
下
、
ま
ず
清
書
本
を
底
本
と
し
て
翻
刻
し
、
次
に
草
稿
本
の

画
像
を
掲
げ
る
。

［
凡
例
］

一
、 

本
文
の
用
字
、
異
体
字
、
清
濁
符
の
有
無
等
も
含
め
て
原
本
の
ま
ま
に
翻
刻
し
、

改
行
位
置
や
字
配
り
等
も
可
能
な
範
囲
で
原
本
の
様
を
想
定
出
来
る
よ
う
に
翻

刻
す
る
が
、便
宜
上
、〈
道
成
寺
〉の
詞
章
や
ア
イ
の
せ
り
ふ
等
に「　

」を
付
し
た
。

資
料
に
見
え
る
傍
線
―
は
、
詞
章
や
せ
り
ふ
の
省
略
を
意
味
す
る
と
思
わ
れ
る
。

一
、 

鼓
の
粒
付
の
記
号
・
ゴ
マ
節
・
詞
章
の
省
略
記
号
等
は
、
原
本
の
様
子
を
知
る

手
掛
か
り
と
す
る
べ
く
可
能
な
範
囲
で
活
字
化
し
た
が
、
詳
細
は
［
資
料
画
像
］

の
項
目
の
草
稿
本
写
真
で
確
認
願
い
た
い
。

一
、 

草
稿
本
と
の
異
同
に
つ
い
て
は
［
本
文
校
異
］
の
項
目
に
ま
と
め
た
。

［
本
文
翻
刻
］

　
　
　
　
　
　
　
　
　

〆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」（
前
表
紙
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」（
見
返
）　

　
　
　

堀
井
千
助
興
行
能
道
成
寺
金
森
惣
右
衛
門
相
勤
申

　
　
　

見
物
大
段
書
付
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正
面
ニ
て

鐘
さ
き
へ
釣
置 

脇
名
乗
て
左
へ
く
り
様
ニ
狂
言
呼
出
し
扨
横

正
面
向
ひ
「
シ
カ
〳
〵
」
有
狂
言
脇
ノ
座
ニ
付
を
ミ
て
舞
臺
の
真
中
ニ
て

觸
る
「
心
得
候
へ
」
ヱ
ヽ
引
イ 

尤
ヲ
モ
一
人
也
ア
ト
ハ
狂
言
柱
ニ
坐
し
居
候

只
脇
連
ゟ
ハ
不
申
付
脇
連
ハ
笛
坐
の
上
ニ
坐
し
ヲ
モ
ワ
キ
ハ
脇
柱
の

ワ
キ
ト
ワ
キ
ツ
レ
ノ
間
は
る
か
な
り

前
ニ
居
る
す
へ
て
地
謡
笛
ゟ
下
の
う
し
ろ
通
り
ニ
坐
し
居
申
候

次
才
の
内
ニ
シ
テ
出
舞
臺
の
真
中
ニ
て
「
つ
く
り
し
罪
」
と
謡
ひ
「
是
ハ

此
国
の
―
に
て
候
」
と
迄
ふ
し
ニ
て
う
た
ひ
候
尤
い
ろ
の
よ
ふ
な
る
謡
ひ

よ
ふ
な
り
「
参
ら
は
や
」
と
こ
と
葉
す
み
道
行
立
な
か
ら
う
た
ひ
「
着
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

け
り
〳
〵
」

 

」（
一
丁
表
）

シ
テ
真
中
ニ
て
小
廻
り
シ
テ
柱
の
方
へ
す
る
〳
〵
と
ゆ
か
ん
と
す
る
と
き
兼
て

ヲ
モ
狂
言
二
ノ
枩
ア
タ
リ
へ
謡
の
内
ゟ
ひ
ら
き
居
シ
テ
柱
ニ
て
出
合
「
供
養
の
庭
へ

女
人
入
候
事
ハ
か
た
く
き
ん
せ
い
な
る
よ
し
被
仰
出
て
候
ほ
と
に
御
出
ハ
叶（

校
異
１
）ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
し
い

に
て
候
」
と
シ
テ
ト
「
シ
カ
〳
〵
」
か
け
合
大
躰
相
し
れ
候
通
り
「
扨
舞
を

舞
ふ
と
あ
れ
ハ
何（

校
異
２
）とや
ら
耳
よ
り
し
や
そ
ふ
あ
ら
ハ
愚
僧
の
心
得
を
以
―

―
」
シ
テ
「
涯
分
舞
を
舞
候
へ
し
」「
幸
是
に
ゑ（

校
異
３
）ぼし
の
候
」
と

イ
ヽ
な
か
ら 

太
（
校
異
４
）皷
坐
へ
ヒ
ラ
キ
ゑ
ほ
し
を
両
手
ニ
捧
け
て
渡
す

勿
論
ヲ
モ
狂
言
一
人
ニ
て
ア
ト
ハ
此
邊
か
ま
い
不
申
扨
物
着
随
分

手
は
や
く
す
み
申
候 「
う
れ
し
や
さ
ら
は
―
ひ
ゞ
く
ら
ん
」
と
謡
ひ

切
ヤ
ヽ
し
ば
ら
く
何
を
す
る
ぞ
と
存
候
ほ
と
身

（
校
異
５
）を
じ
つ
と
し
づ
め　
　

 

」（
一
丁
裏
）

ヤ（
校
異
６
）

　

ポ
と
一
ツ
こ
み
申
候
夫
よ
り
乱
拍
子
足
に
か
わ
り
た
る
事

御
座
候
書
付
候
得
共
何
分
書
ほ
ど
き
か
た
く
御
座
候
御
す
い
し
可
被
遊
候

コ
ミ　

拍
子
右

禾（
校
異
７
）ヤ　

チ
フ
ミ
む
か
ふ

（
校
異
８
）へ
足
直
ニ
出
し
扨

（
校
異
９
）ツ
マ
サ
キ
ヲ
ア
ゲ 

皷
ニ
つ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

ツ
マ
サ
キ
ヲ

お
ろ
し
後
へ
引
候
足
ハ
ヤ
ア
ノ
声
ニ
つ
き
ツ
マ
ダ
テ
引
又
皷
ニ
つ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
ク
サ
リ

キ
）
（校

（
校
異
ビ
ス
お
ろ
し
申
身
を
ひ
ね
り
候
所
ハ
別
ニ
違
ひ
な
く
扨
左
ノ
足

む
か
ふ
へ
出
し
候
と
き
ヱ
ヽ
イ 

と
皷
の
か
け
聲
御
座
候
後
へ
引
所

足
又
ツ
マ
ダ
テ
引
皷
ニ
付
キ
ビ
ス
ヲ
ロ
し
申
候
尤
コ
ミ
ノ
所
身

ヲ
か

）
（（

（
校
異た
む
け
不
申
腰
を
し
づ
み
申
候
い
く
度
も
コ
ミ
ノ
所
ハ
ヤ
ヽ

し
は
ら
く
タ

合
せ
腰
を
入
ヤ 

チ〇

と
ふ
み
申
候
コ
ミ
ノ
所
ハ

い
つ
も
わ
す
れ
候
や
と
お
も
ひ
申
程
間
御
座
候　

扨 「
道
成
の

 

」（
二
丁
表
）

　
　
　
　
　

此
間
の
コ
ミ
モ
し
は
ら
く
ヅ
ヽ
間
ヲ
ヲ
キ
フ
ミ
申
前
の
通　
　
　
　

三
ツ
ほ
と
フ
ミ

卿
」
〇
「
興
行
の
」
〇
「
寺
な
れ
ハ
と
て
」
〇
「
道
成
寺
と
ハ
」
〇　

〇 

〇

「
名
付
た
り
や　

山
寺
の
や
」 

此
邊
何
の
か
わ
る
こ
と
な
く 「
月
落
鳥

な
き
て
」
の
所 

シ
テ 

見
付
柱
へ
出
「
月
落
」
と
空
を
見
「
鳥
な
き

て
」
と 

ワ
キ
坐
ヲ
ミ
る
「
人
〳
〵
ね
ふ
れ
ハ
」
と
左
の
手

）
（校

（
校
異を
一
ツ
拂
ひ

「
つ
か
ん
と
せ
し
が
」
ニ
て
見
付
ヲ
後
へ
な
し
ス
ワ
リ
「
此
か
ね
」

ニ
て
ゑ
ほ
し
打
お
と
し
「
龍
頭
に
手
を
か
け
」
と
か
ね
の
中
へ
入

正
面
向
両
手
を
か
け
「
飛
と
そ
見
へ
し
」
と
拍
子
三
ツ
フ
ミ
「
ひ
き

か
つ
き
て
ぞ
」
に
て
鐘
落
シ
「
失
に
け
る
」

）
（校

（
校
異

と
謡
少
し
の
こ
る 

此

ヽ
ヽ

ヽ
　
ヽ 

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ 

 
: :

ヽ
ヽ
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工
合
け
し
か
ら
ぬ
事
に
て
御
座
候　

扨
「
山
寺
のゝ（

ゴ
マ
譜
カ
）

や
」
の
舞
の
中
に

笛
の 
ヒ
イ
引
―　

の
時 

お
国
に
て
ハ
ワ
キ
坐
の
方
ゟ
か
ね
を
つ
く    

 

」（
二
丁
裏
）

身
あ
ん
ば
い
御
座
候
所 

此
元
ニ
て
ハ
ヒ
イ
引 

の
音
に
つ
き
ワ
キ
坐
ゟ

太
皷
坐
へ
む
け 

ウ
ツ
ム
キ 

ハ
シ
リ
申
所
大
名
の
出
に
の
し
込
て

お
ゝ
よ
ふ
な
る
工
合
ニ
御
座
候　
　

扨
狂
言
ハ
ヲ
モ
ハ
舞
臺
の
真
中
へ

ア
ト
ハ 

橋
ヘ
す
る
〳
〵
〳
〵
〳
〵
と
い
く
つ
も
こ
け
ヲ
モ
ハ
「
ク
ハ
バ
ラ

〳
〵
」
と
申 

ア
ト
ハ
「
世
直
し
〳
〵
」
と
耳
ふ
さ
き
扨

両
方
立
上
り 

ヲ
モ
「
扨
〳
〵
け
し
か
ら
ぬ
か
み
な
り
て
有
た

餘
り
の
事
ニ
一
向
方
角
か
し
れ
ぬ
よ
ふ
に
な
つ
た
」
今
一
人
ハ
「
い
つ

か
た
に
居
る
こ
と
し
や
し
ら
ぬ
」
と
さ
ぐ
り
な
が
ら 
シ
テ
柱
へ
ゆ
く

ア
ト
ハ
「
扨
〳
〵
近
年
に
な
い
地
し
ん
し
や
」
と
是
も
さ
ぐ
り
〳
〵

シ
テ
柱
へ
出
ル 

サ
グ
ル
手
サ
キ
ア
タ
ル
ト
ア
ト
ハ
「
わ
つ
」
と
い
ふ
て   

 
」（
三
丁
表
）

ウ
ツ
ム
キ 

ヲ
モ
ハ 

真
中
へ
に
け
扨
た
か
ひ
に
「
わ
ご
り
よ
か
」
と
申

シ
テ
柱
の
内
に
て
一
人
ハ
「
か
み
な
り
」
と
申
一
人
ハ
「
地
し
ん
と

お
も
ひ
よ
な
を
し
〳
〵
と
い
ふ
た
こ
と
し
や
と
お
も
ふ
た
」

ヲ
モ
「
扨
わ
ご
り
よ
ハ
い
つ
方
の
方
角
で
な
つ
た
と
お
も
ふ
ぞ
」

ア
ト
「
某
ハ
た
し
か
に
鐘
楼
の
方
で
有
た
と
お
も
ふ
た
」 

ヲ
モ
「
某
も

其
通
り
し
や
ま
づ
あ
れ
へ
い
て
見
よ
ふ
」
と
い
ふ
て
ヲ
モ 

先
に
立

「
扨
〳
〵
け
し
か
ら
ぬ
事
で
あ
つ
た
」 

ア
ト
「
近
年
お
ぼ
へ
ぬ

こ
と
じ
や
」
と
一
へ
ん
廻
り
横
正
面
を
後
へ
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

両
人
共

「
サ
ラ
ハ
お
は
い
り
や
れ
」
と　

足
を
あ
け
か
ね
の
前
ヘ
踏
込

「
ヤ
ア
」
と 

両
人
共
お
ど
ろ
き
立
な
ら
び
正
面
向
「
扨
こ
そ
此
よ
ふ
な

　
　
　
　
　

か
ね
へ
指
を
さ
し

 

」（
三
丁
裏
）

事
故
あ
の
よ
う
ふ
な
音
が
し
た
こ
と
し
や 

夫
ゆ
へ
か
ミ
な
り
と
も

し
）
（校

（
校
異し
ん
と
も
わ
か
ら
ぬ
は
づ
し
や
」 

ヲ
モ
「
い
や
〳
〵
落
た
と
あ
つ
て
ハ

よ
い
と
ハ
被
仰
ま
い
人
し
ら
ぬ
内
つ
り
上
て
置
ふ
」「
一
段
と
よ
か
ろ
ふ
」
と

ヲ
モ
ハ
笛
坐
の
方
ア
ト
ハ
太
皷
坐
の
方
ゟ
だ
き
上
ん
と
す
る

か
ね
ハ
湯
の
こ
と
く
に
へ
入
て
あ
る
ゆ
へ
両
人
手
を
や
き
「
ア
イ
タ
〳
〵
〳
〵
」
と

　
　
　
　
　
　

坐
し

ヲ
モ
ハ
正
面
に
て
も
ち
丸
め
る
こ
と
く
ア
ツ
ガ
ル　

ア
ド
ハ
シ
テ
柱
の
前
に

立
て
耳
を
お
さ
へ
た
り 

あ
つ
が
る
な
り　

扨
両
人
真
中
へ
出
合
ア

）
（校

（
校
異ト

「
身
共
が
手
を
ミ
て
お
く
り
や
れ
手
の
か
わ
が
鐘
へ
引
つ
い
て
身
か
出
た

こ
と
し
や
」
と
ク
ル
シ
ム 

ヲ
モ
ハ
「
ま
つ
黒
ニ
に
こ
け
〳

）
（校

（
校
異〵
た
」
と
同
行 

ア
ト
「
扨

是
に
つ
き

）
（校

（
校
異て
何
ぞ
か
わ
つ
た
事
ハ
な
か
つ
た
か
」
と
問 

ヲ
モ
「
イ
ヤ
〳
〵  

 

」（
四
丁
表
）

何
も
し
ら
ぬ
こ
と
し
や
」 

ア
ト
「
イ
ヤ
〳
〵
そ
ふ
お
い
や
る
な
さ
い
せ
ん
よ
り

お
主
の
顔
の
い
ろ
が
か
わ
つ
て
あ
る
し
ら
ぬ
と
い
ふ
こ
と
ハ
有
ま
い
か
く
さ
す
と

お
申
し
や
れ
」「
扨
ハ
い
ろ
か
替
て
あ
る
か
」「
い
か
に
も
」「
そ
ふ
あ
ら
ハ
か
く

さ
れ
ぬ
語
て 

キ
カ
ソ
ウ 

―
」
い
つ
も
の
通
り 

ア
ト
「
ヤ
ア
」
と

お
と
ろ
き
「
サ
レ
ハ
こ
そ
只
事
と
ハ
お
も
ハ
な
ん
た
此
よ
し
を
申

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

両
手
ニ
テ
マ
ネ
ク

上
ふ
」
と
シ
テ
柱
の
方
へ
は
し
り
ゆ
く　

ヲ
モ
「
ヤ
ア
イ
〳
〵
先
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ま
）
（校

（
校
異て
〳
〵 

某
ハ
常
〳
〵
お
き
に
い
ら
ぬ
に
よ
つ
て
よ
い
と
ハ

被
仰
ま
い
お
主
よ
い
よ
い
に
い
ふ
て
お
く
り
や
」
と 

ワ
キ
坐
の
方
へ

つ
き
や
り 
ヌ
キ
足
に
て 

シ
テ
柱
の
方
へ
に
け
る
「
ヤ
イ
〳
〵
」
と
追
掛

引
と
ら
へ
「
お
ぬ
し
社
し
つ
た
事
な
れ
某
ハ
し
ら
ぬ
」
と
い
ふ
て        

 

」（
四
丁
裏
）

　
　
　
　
　
　
　
　

ヲ
モ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ソ

）
（校

（
校
異ヲ
引 

タ
ン
引 

ア
ル

ツ
キ
ヤ
リ 

に
け
る 「
の
ふ
な
さ
け
な
や
ヤ
イ
〳
〵 

ま
つ
待 

相
談 

か 

有
」

と
よ
ひ
留
も
と
る
所
ニ
て
と
り
つ
き
「
と
か
く
お
ぬ
し
か
い
ふ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ア
ト
ノ

お
く
り
や
ら
ね
ハ
な
ら
ぬ
」
と
左
の
手
を
と
り
引
廻
し
な
か
ら

ワ
キ
ノ
か
た
へ
お
し
や
ら
ん
と
す
る 

ア
ト
モ 
オ
モ
ノ
右
ノ
手
ヲ
モ
チ

「
イ
ヤ
〳
〵
お
主
お
申
し
や
」
と
引
廻
し
ワ
キ
ノ
方
へ
や
ら
ん
と
ス
ル

ヲ
モ
ヽ
又
引
廻
し 

ア
ド
モ
又
引
廻
す
所
ニ
て
つ
き
放
セ

ハ

ヲ
モ 

ワ
キ
僧
へ
こ
け
か
ゝ
ら
ん
と
し
て
ツ
ク
バ
イ 

ナ
サ
ケ
ナ
キ

顔
に
て
「
落
て
候
」 

ワ
キ
「
落
た
る
と
ハ
」 

ヲ
モ
「
鐘
楼
よ
り
鐘
が
―
」

「
― 

何
そ 

か
わ
り
た
る
」
と
尋
る 

ウ
ツ
ム
キ
入
て

こ
ハ
〳
〵
な
か
ら 

語
る 

此
時
ア
ド
ハ
横
正
面
の
所
ニ
ツ
ク
バ
イ 

ウ
ツ
ム
キ

 

ナ
ガ
ラ
ア
ト
ノ
方
へ
ス
リ
下
リ
ニ
ゲ
ル 

ア
ン
バ
イ  

 

」（
五
丁
表
）

ワ
キ
「
曲
事
」
の
時 

ヲ
モ 

も
す
り
下
り
に
に
け
ん
と
す
る
ア
ン
バ
イ

ワ
キ
「
去
な
か
ら
立
越
ミ
よ
ふ
す
る
に
て
候
」
ヲ
モ
「
イ
カ
に
も
御
覧
候
へ
」
と
正
面
ヲ

向
ふ
ニ
し
て
ウ
ツ
ム
キ
な
か
ら
よ
ふ
〳
〵
顔
を
あ
げ 

ア
ト
の
方
ヲ
見

手
を
ふ
り
て
橋
の
方
へ
に
げ
よ
と
い
ふ
ア
ン
バ
イ 

ア
ド
も
よ
ふ
〳
〵

顔
を
あ
げ
右
の
手
ニ
て
ま
ね
き
二
人
と
も
ソ
ロ
リ
〳
〵
と
ス
リ

下
り
ニ
に
げ
「
の
ふ
〳
〵
う
れ
し
や
」「
扨
〳
〵
お
そ
ろ
し
い
事
で
あ
つ
た

ま
づ
ハ
い
て
ヤ
ス
ま
ふ
」
と
い
ゝ
両
人
と
も
楽
や
へ
入
ル

ワ
キ 

ツ
レ
ト
か
け
合
「
語
て
き
か
せ
申
候
へ
し
」
と 

立
な
が
ら
語
る

カ
タ
リ 

ア
ン
バ
イ
書
ほ
と
き
か
た
し
身
ア
ン
バ
イ
も
御
座
候        

 

」（
五
丁
裏
）

「
の
が
す
ま
じ
と
て
追
か
く
る
」
と
正
面
へ
ハ
せ
出
し
「
山
伏
を

と
り 

お
は
ん
ぬ
」
と
後
へ 

サ
ラ
〳
〵
と
ス
サ
リ
「
な
ん
ぼ
ふ

―
）
校校

（
校
異

」　

イ
ノ
リ 「
水
か
へ
つ
て
日
高
川
原
の
」
と
ヤ
ハ
リ

め
い
〳
〵
の
坐
ニ
て
立
珠（

マ
マ
）数
の
お
と
三
人
一
所
に
も
み
切
リ
〳
〵

謡
ひ
申
候 「
―

）
校（

（
校
異
有
明
の
」
所
ニ
て
か
ね
ウ
ゴ
ク
「
つ
き

か
ね
こ
そ
」
ニ
て
三
人

）
校校

（
校
異か
ね
へ
は
し
り
か
ゝ
り
「
す
ハ
〳
〵
う
ご
く
そ
い
の
れ

た
ゞ
」 「
引
―
上
た
り
」
の
所
シ
テ
立
て
居
る
「
顕
れ
た
り
」

ヲ
ヒ
ヤ
〳
〵
リ
― 

― 

― 

― 

此
間
の
い
の
り
遠
の
き
候
時
ハ
珠
数

サ
ラ
〳
〵
〳
〵
〳
〵
と 

モ
ミ
候
得
共 

シ
テ
の
前
へ 

ヒ
タ
ト
ヨ
リ
候
と
き
ハ

サ
ラ　

〳
　〵

〳
　〵

と　

是
も
三
人
一
所
の
ヲ
ト
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

モ
ミ
キ
リ
申
候

 

」（
六
丁
表
）

シ
テ
ま
づ
目
付
柱
ニ
て
鉄
杖
サ
カ
サ
マ
ニ 

ツ
キ 

ウ
ツ
ム
キ
居
て

ワ
キ
坐
迄
ヲ

）
校校

（
校
異リ
か
け
ル 

橋
へ
も
こ
と
の
外
は
や
く
に
け
る
な
り

ワ
キ
ヲ
モ
斗
追
か
け
る
な
り 

柱
ま
き
ハ
左
の
手
ヲ
か
け

ス
コ
し
の
ひ
上
り
候
斗 

ア
ン
バ
イ
無
之
候 

イ
ノ
リ
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切
て 

シ
テ
ハ 

ス
ワ
ル　

ワ
キ
ハ
ヒ
ラ
ク　

タ
チ
ツ
ポ
の
所

お
国
に
て
御
座
候
こ
と
く 

直
ニ 

ス
リ 

ツ
ケ
て
ハ
不
仕
此
間
少
し

キ
ミ
合
ほ
と 
間ま 

を
お
き　

シ
テ 

立
上
る
と 

タ
チ
ツ
ポ
と
申

位
に
て 

ア
ン
バ
イ 
意
よ
し 「
飛
で
そ
入
に
け
る
」
と

シ
テ
橋
の
真
中
柱
ニ
て
グ
ワ
ツ
シ
フ
ス 「
望
足
り
ぬ
と
」

に
て
立
上
り
楽
や
へ
入 
ワ
キ 
ユ
ウ
ケ
ン
ニ
て
留
入
な
り

 

」（
六
丁
裏
）

 

」（
見　

返
）　

 

」（
後
表
紙
）

［
本
文
校
異
］

（
校
異
1
） 

草
稿
本
「
叶
ふ
ま
し
」「
い
」
と
「
い
」
を
左
に
書
き
添
え
る
。

（
校
異
2
） 

草
稿
本
「
あ
れ
ハ
何
と
や
ら
耳
」
と
「
何
と
や
ら
」
を
墨
滅
。

（
校
異
3
） 

草
稿
本
「
ゑ
ほ
し
」
と
「
ほ
」
に
濁
点
を
付
さ
ず
。

（
校
異
4
）
草
稿
本
「
な
か
ら
脇
太
皷
」
と
「
脇
」
を
墨
滅
。

（
校
異
5
） 

草
稿
本
「
身
を
」
の
左
に
綴
目
に
か
か
っ
て
「
一
」
の
ご
と
く
あ
る
（
丁

付
の
つ
も
り
で
あ
っ
た
か
）。

（
校
異
6
）
草
稿
本
「
ヤ
□
ポ
」
と
墨
滅
痕
あ
り
。

（
校
異
7
） 

草
稿
本
「
ノコ

ミ所
ヤ　

ポ
チ
フ
ミ
」
と
あ
り
（
清
書
本
書
写
者
は
「
ノ
所
」

を
解
せ
な
か
っ
た
か
）、「
ポ
」
に
墨
痕
あ
り
（
墨
滅
か
）。

（
校
異
8
）
草
稿
本
「
む
か
ふへ

と
」
と
訂
す
。

（
校
異
9
）
草
稿
本
「
出
し
〇扨

ツ
マ
サ
キ
」
と
補
入
。

（
校
異
10
） 

草
稿
本
は
、「
キ
ビ
ス
お
ろ
し
」以
下
本
文
四
行
ほ
ど
の
上
欄
部（
小
口
）に
、

「
ツ
マ
立
引
申
所
身
ウ
キ
上ア

ガ

り
申
候
」
と
小
字
六
行
で
注
記
さ
れ
て
い
る
。

（
校
異
11
）
草
稿
本
「
か
ほた

む
け
」
と
訂
す
。

（
校
異
12
）
草
稿
本
「
手
ニ
てを

一
ツ拂
ひ
」
と
訂
す
。

（
校
異
13
）
草
稿
本
「
失
せ
け
る
と
と
謡
」
と
「
と
」
一
つ
衍
字
。

（
校
異
14
）
草
稿
本
「
じ
し
ん
（゙
志
し
ん
）」
と
濁
点
を
付
す
。

（
校
異
15
） 

草
稿
本
「
出
合ア

ト身
共
」
と
補
入
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
、
清
書
本
は
本

文
行
に
詰
め
た
た
め
「
身
共
」
が
次
行
に
送
ら
れ
、
改
行
位
置
が
ず
れ
て

い
る
。

（
校
異
16
） 

草
稿
本
「
こ
げ
た
と
（
古
げ
多
と
）」
の
「
け
」
の
濁
点
と
「
た
」
字
の

連
綿
を
、清
書
本
は
見
誤
っ
た
か
。
清
書
本
は
「
こ
け
た
と
（
古
け
多
と
）」

の
「
け
た
」
右
横
辺
に
「
〳
〵
」
と
書
い
て
い
る
。

（
校
異
17
）
草
稿
本
「
つ
き
してて
（
つ
き
之
天
）」
と
訂
す
。

（
校
異
18
）
草
稿
本
「
□
ま
て
」（
□
は
「
と
」
ま
た
は
「
連
」
か
）
を
墨
滅
。

（
校
異
19
） 

草
稿
本
「
ソ
ウ
引 

タ
ン
引
」
の
「
引
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
綴
じ
目
ノ
ド
の
部

分
に
当
た
り
見
え
な
い
。

（
校
異
20
） 

草
稿
本
は
小
字
で
行
間
に
以
下
の
一
行
の
書
き
入
れ
あ
り
。「
尤
然
る
へ

ふ
候
と
三
人
と
も
サ
ラ
リ
ト
ウ
シ
ロ
ム
キ
ス
ワ
リ
珠
数
ヲ
モ
チ
扨
立
上
り

む
か
い
て
」。

（
校
異
21
） 
草
稿
本
は
、「
有
明
の
」
と
線
で
結
ん
で
横
に
小
字
で
行
間
に
以
下
の
注

記
の
書
き
入
れ
あ
り
。「
此
文
句
の
時
ワ
キ
正
面
へ
ス
ヽ
ミ
左
一
ツ
拂
ひ
て

月
ヲ
ミ
ル
ア
ン
バ
イ
也
」。
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（
校
異
22
） 

草
稿
本
「
三
人
・か

ね
へは
し
り
」
と
補
入
。

（
校
異
23
）
草
稿
本
「
ヲ
イ
か
け
ル
」。

［
仙
助
座
と
金
森
惣
右
衛
門
］

　

ま
ず
、「
見
物
大
段
書
付
」
が
記
録
し
て
い
る
仙
助
能
の
概
要
と
年
次
と
に
つ
い
て

確
認
し
て
お
き
た
い
。「
見
物
大
段
書
付
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る
『
乱
舞
方
重
習
』
は
、

箱
蓋
裏
書
に
、
宇
和
島
五
代
藩
主
伊
達
村
候
筆
で
「
入
記
」
と
し
て
、
十
点
程
の
内

容
物
に
関
す
る
リ
ス
ト
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、「
見
物
大
段
書
付
」
に
当
た
る
と

覚
し
き
内
容
物
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
こ
の
「
入
記
」
の
年
次
は
、「
天
明
二

辛（
マ
マ
）寅
南
呂
」
と
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
で
あ
る
が
、
現
状
の
『
乱
舞
方
重
習
』
は
、

「
入
記
」
に
照
ら
せ
ば
、
対
応
す
る
品
、
対
応
し
な
い
品
、
相
半
ば
し
て
お
り
、
内
容

物
に
は
出
入
り
が
あ
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
年
次
記
載
の
あ
る
資
料
の
下
限
は
、

文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
で
あ
り
、
当
時
の
藩
主
は
七
代
宗
紀
で
あ
る
。
他
の
内
容

物
に
も
年
次
記
載
の
な
い
資
料
が
多
く
見
ら
れ
る
が
、
大
凡
、
五
代
村
候
・
六
代
村

寿
・
七
代
宗
紀
の
三
代
に
わ
た
り
、
藩
主
の
近
習
が
統
括
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
「
乱

舞
方
（
能
方
）」
で
管
理
・
伝
存
さ
れ
て
来
た
能
楽
関
係
資
料
が
収
め
ら
れ
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。
八
代
宗
城
・
九
代
宗
徳
は
家
の
什
物
の
管
理
・
伝
存
に
当
た
っ
た
が
、『
乱

舞
方
重
習
』
に
は
、
宗
城
・
宗
徳
に
関
連
す
る
と
確
定
し
得
る
資
料
は
見
当
た
ら
な

い
こ
と
か
ら
、「
見
物
大
段
書
付
」
は
、
村
候
・
宗
寿
・
宗
紀
の
何
れ
か
の
治
政
期
中

（
一
七
三
五
～
一
八
四
三
）
の
も
の
と
考
え
て
良
い
で
あ
ろ
う
。

　

次
に
記
録
の
年
次
と
関
わ
っ
て
く
る
の
が
、「
見
物
大
段
書
付
」
の
内
題
「
堀
井
千

助
興
行
能
道
成
寺
金
森
惣
右
衛
門
相
勤
申
見
物
大
段
書
付
」
で
あ
る
が
、こ
の
内
題
は
、

座
元
名
と
座
中
の
役
者
名
と
は
区
別
し
て
表
記
し
て
い
る
と
見
る
こ
と
も
可
能
で
は

あ
ろ
う
が
、
堀
井
仙
助
と
金
森
惣
右
衛
門
と
は
別
人
物
で
あ
り
、
座
元
堀
井
仙
助
の

興
行
の
も
と
、
座
中
の
金
森
惣
右
衛
門
と
い
う
役
者
が
〈
道
成
寺
〉
を
勤
め
た
と
見

る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
こ
の
興
行
は
い
つ
の
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

手
掛
か
り
と
な
る
の
は
、
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
十
一
月
に
ま
と
め
ら
れ
た
『
仙

助
座
一
件
留（

注
９
）』（
内
題
「
仙
助
座
の
事
」）
で
あ
る
。『
仙
助
座
一
件
留
』
は
、
当
時
の

堀
井
仙
助
一
座
の
能
を
統
括
し
て
い
た
大
夫
の
七
代
目
堀
井
仙
助
か
ら
聴
取
し
た
内

容
を
は
じ
め
、
江
戸
・
京
都
・
大
坂
の
三
都
か
ら
蒐
集
し
た
情
報
、
及
び
長
崎
平
戸

で
仙
助
座
が
行
っ
た
興
行
に
実
際
に
接
し
た
こ
と
に
よ
る
情
報
等
、
様
々
な
情
報
源

か
ら
得
た
内
容
が
平
戸
藩
楽
舞
方
役
人
に
よ
り
記
さ
れ
て
お
り
、
付
き
合
わ
せ
て
み

る
と
錯
綜
し
て
い
る
箇
所
も
あ
る
が
、
七
代
目
堀
井
仙
助
ま
で
の
座
の
様
相
を
様
々

に
伝
え
て
お
り
、
現
在
、
知
ら
れ
て
い
る
仙
助
能
に
関
す
る
資
料
と
し
て
は
、
最
も

詳
細
な
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
「
仙
助
へ
承
候
而
書
記
候
分
」
と
い
う
、
七
代
仙
助
よ

り
聴
取
し
た
座
の
由
来
と
し
て
、「
宝
暦
年
中
、
江
戸
よ
り
服
部
鶴
翁
と
申
者
大
坂
へ

参
り
、
船セ

ン
バ場
久
太
郎
町
辺
に
て
能
指
南
い
た
し
、
夫
よ
り
堀
井
仙
助
と
改
名
い
た
し
、

勧
進
能
所
々
に
て
興
行
い
た
し
候
由
」
と
す
る
。
宝
暦
年
間
は
、
宇
和
島
藩
主
は
五

代
村
候
で
あ
り
、
大
坂
で
興
っ
た
仙
助
座
の
辻
能
は
、『
乱
舞
方
重
習
』
を
ま
と
め
た

村
候
の
治
政
期
に
そ
の
活
動
が
盛
ん
に
な
っ
て
行
っ
た
。
こ
の
仙
助
座
に
金
森
惣
右

衛
門
と
い
う
名
の
役
者
が
加
わ
っ
た
の
は
、「
三
代
目
ハ
京
都
の
林
祐
三
郎
と
申
者
、

二
代
目
仙
助
の
弟
子
に
て
、
仙
助
と
改
名
相
続
仕
候
由
。
此
時
分
、
美
濃
郡グ

ン
ゼ
ウ上
産
に

て
金
森
惣
右
衛
門
と
申
す
者
、
大
坂
へ
参
り
、
仙
助
と
同
座
い
た
し
、
所
々
に
て
勧

進
能
い
た
し
候
由
」
と
あ
る
ご
と
く
、
二
代
目
仙
助
の
弟
子
三
代
目
仙
助
の
時
期
で
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あ
り
、
金
森
惣
右
衛
門
は
仙
助
と
共
に
座
を
盛
り
上
げ
て
行
っ
た
ら
し
い
。
続
く
四

代
目
に
つ
い
て
は
、「
四
代
目
仙
助
ハ
惣
右
衛
門
実
子
に
て
相
続
い
た
し
候
由
」
と
あ

り
、
以
降
、
仙
助
座
で
は
、
座
元
の
堀
井
仙
助
の
名
と
同
様
に
、
金
森
惣
右
衛
門
の

名
も
代
々
襲
名
さ
れ
て
行
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
だ
が
、「
五
代
目
ハ
大
坂
出
生
、
初
名

伊
藤
十
蔵
、
其
後
仙
助
と
相
改
、
相
続
相
勤
、
其
後
隠
居
仕
、
惣
右
衛
門
と
相
改
候
」

と
あ
る
よ
う
に
、
五
代
目
や
六
代
目
の
仙
助
は
、
引
退
後
に
金
森
惣
右
衛
門
を
名
乗
っ

た
よ
う
で
、金
森
惣
右
衛
門
の
名
は
、仙
助
座
の
座
頭
の
隠
居
名
で
も
あ
っ
た
ら
し
い
。

　

ま
た
、「
京
都
御
用
達
栗
林
仁
三
郎
え
問
合
、
同
人
よ
り
医
師
小
川
喜
斎
え
承
合
、

同
人
よ
り
之
書
写
」
の
項
目
で
は
、「
此
儀
者
織
田
家
之
臣
金
森
五
郎
八
、
後
ニ
左
近

長
重
と
い
ふ
、
茶
道
を
好
ミ
、
堪
能
に
心
あ
り
」「
堀
井
ハ
宝
生
の
よ
し
也
。
然
る
に

金
森
の
血
脈
絶
た
る
を
も
て
、
長
臣
堀
井
の
老
功
、
天
明
年
中
主
家
の
苗
字
金
森
を

名
乗
て
惣
右
衛
門
と
称
す
」
と
も
記
し
て
お
り
、
金
森
は
、
織
豊
期
に
遡
る
姓
で
あ
っ

た
こ
と
に
な
る
。
仙
助
座
に
金
森
惣
右
衛
門
と
い
う
名
を
名
乗
る
役
者
が
出
て
来
た

の
は
、
天
明
年
間
の
三
代
目
仙
助
が
座
元
を
勤
め
て
い
た
時
期
で
あ
っ
た
と
い
う
こ

と
だ
ろ
う
か
。
因
み
に
天
明
年
間
は
宇
和
島
藩
で
は
村
候
の
治
政
期
に
当
た
り
、『
乱

舞
方
重
習
』
が
ま
と
め
ら
れ
た
時
期
で
あ
る
。

　

一
方
、
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
の
年
次
を
記
す
『
仙
助
座
一
件
留
』
の
記
述
は
、

こ
の
頃
に
仙
助
座
が
衰
微
し
て
行
っ
た
こ
と
を
惜
し
ん
で
閉
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
殿

田
良
作
氏
は
、
こ
れ
に
少
し
先
立
つ
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
六
月
に
金
沢
郊
外
宮

の
腰
（
金
石
）
に
お
い
て
行
わ
れ
た
二
十
日
間
の
仙
助
座
興
行
の
番
組
を
紹
介
し
て

い（
注
７
）る
。
こ
れ
に
は
十
日
目
の
番
組
に
「
道
成
寺　

惣
右
衛
門　

鬼
一
郎
」
と
、
十
七

日
目
の
番
組
に
「
鐘
巻
道
成
寺　

仙
助　

鬼
一
郎
」
と
、九
代
目
座
元
の
「
仙
助
」（
或

い
は
八
代
目
か
）、
そ
し
て
「
惣
右
衛
門
」
共
に
多
く
の
演
目
の
シ
テ
を
勤
め
て
い
る

こ
と
が
見
え
、「
大
坂
阿
波
座
讃
岐
屋　

堀
井
仙
助　

才
三
十
五
」「
同　

金
森
惣
右

衛
門　

才
五
十
五
」
と
見
え
て
い
る
。
金
森
惣
右
衛
門
は
、
仙
助
座
で
最
末
期
ま
で

出
演
し
て
い
た
役
者
で
あ
っ
た
。

　
「
見
物
大
段
書
付
」
が
い
つ
の
記
録
で
あ
る
か
は
手
掛
か
り
に
乏
し
い
の
で
あ
る
が
、

こ
の
内
題
か
ら
す
れ
ば
、
仙
助
座
に
金
森
惣
右
衛
門
が
加
わ
っ
て
か
ら
の
も
の
で
あ

る
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、『
仙
助
座
一
件
留
』
の
記
事
に
従
え
ば
、
少
な
く
と
も
天
明

年
間
の
三
世
堀
井
仙
助
以
降
の
仙
助
座
の
興
行
の
様
子
を
記
し
た
も
の
と
い
う
こ
と

に
な
ろ
う
。

［
乱
拍
子
と
間
狂
言
へ
の
注
目
］

　
「
見
物
大
段
書
付
」
の
内
容
の
特
徴
と
し
て
は
、
主
に
二
点
あ
る
。

　

ま
ず
は
、〈
道
成
寺
〉の
眼
目
と
も
言
う
べ
き
前
場
の
シ
テ
白
拍
子
の
舞
う「
乱
拍
子
」

に
つ
い
て
で
あ
り
、
そ
の
小
鼓
の
手
に
も
注
目
し
て
記
し
て
い
る
。
前
場
の
シ
テ
が
烏

帽
子
を
着
け
る
物
着
よ
り
乱
拍
子
・
急
ノ
舞
に
か
け
て
は
、「
扨
、
物
着
、
随
分
手
ば

や
く
す
み
申
候
。『
う
れ
し
や
さ
ら
ば
―
ひ
ゞ
く
ら
ん
』と
謡
ひ
切
、ヤ
ヽ
し
ば
ら
く『
何

を
す
る
ぞ
』
と
存
候
ほ
ど
身
を
じ
つ
と
し
づ
め
」
と
、
乱
拍
子
の
始
ま
り
を
前
に
舞

台
上
の
展
開
に
注
目
し
（
一
丁
裏
）、
自
身
の
知
っ
て
い
る
舞
台
上
の
展
開
と
照
ら
し

合
わ
せ
な
が
ら
注
視
し
て
い
る
よ
う
で
、
個
人
的
な
所
感
を
交
え
て
記
述
し
て
い
る
。

乱
拍
子
に
つ
い
て
は
、「
ヤ　

ポ
と
一
ツ
こ
み
申
候
、
夫
よ
り
乱
拍
子
足
に
か
わ
り
た

る
事
御
座
候
、
書
付
候
得
共
、
何
分
書
ほ
ど
き
が
た
く
御
座
候
、
御
す
い
し
可
被
遊
候
」

と
唱
歌
を
交
え
て
記
す
（
二
丁
裏
）。
や
は
り
そ
の
足
遣
い
の
特
徴
を
記
述
す
る
の
は
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困
難
で
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
以
下
、
小
鼓
の
手
を
口
唱
譜
を
交
え
な
が
ら
シ
テ
の
足

の
運
び
等
に
つ
い
て
も
記
し
、
拍
子
を
踏
ん
だ
箇
所
を
「
〇
」
で
示
し
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。
乱
拍
子
に
つ
い
て
の
シ
テ
と
小
鼓
の
間
、
即
ち
コ
ミ
に
つ
い
て
は
、
特
に
注

視
し
て
見
つ
め
て
い
た
様
子
が
窺
え
る
。

　

ま
た
後
場
に
つ
い
て
、
祈
リ
の
段
に
つ
い
て
も
、「
橋
へ
も
こ
と
の
外
は
や
く
に
げ

る
な
り
」「
柱
ま
き
ハ
左
の
手
ヲ
か
け
ス
コ
し
の
び
上
り
候
斗
。
ア
ン
バ
イ
無
之
候
」と
、

観
能
時
の
所
作
に
つ
い
て
、
書
写
者
の
印
象
を
交
え
て
記
し
て
お
り
（
六
丁
裏
）、
自

身
の
知
り
記
憶
し
て
い
る
〈
道
成
寺
〉
と
付
き
合
わ
つ
つ
観
覧
し
て
い
る
姿
勢
が
顕

著
で
あ
る
。
ま
た
こ
う
し
た
自
身
の
視
点
や
印
象
を
交
え
た
記
述
が
、
提
出
を
受
け

た
側
に
も
共
有
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
の
書
写
の
姿
勢
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

な
お
、
仙
助
座
で
は
〈
道
成
寺
〉
と
共
に
、
そ
の
原
曲
・
原
典
と
も
言
う
べ
き
〈
鐘

巻
道
成
寺
〉
も
演
じ
ら
れ
て
い
た
。
天
野
文
雄
氏
は
、「
こ
の
両
曲
併
演
の
事
実
は
、《
鐘

巻
道
成
寺
》
に
は
鐘
入
り
も
乱
拍
子
も
な
か
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
思

う
」
と
指
摘
し
、
ま
た
、『
堀
井
仙
助
能
番
組
』
の
〈
道
成
寺
〉
に
、「
乱
拍
子
逆
廻
り
」

と
い
う
注
記
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
報
告
し
て
、「
こ
れ
は
文
字
ど
お
り
乱
拍
子
を
逆
に

回
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
仙
助
能
独
自
の
演
出
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
」
と
指
摘

し
て
い

）
（校

（
注

る
が
、「
見
物
大
段
書
付
」
が
記
し
た
〈
道
成
寺
〉
で
は
、
逆
回
り
の
乱
拍
子

が
演
じ
ら
れ
て
い
た
形
跡
は
う
か
が
え
な
い
。

　

次
に
特
徴
的
な
の
は
、
間
狂
言
に
つ
い
て
で
あ
る
。
ヲ
モ
ア
イ
・
ア
ド
ア
イ
の
能

力
の
役
に
関
し
て
は
、
せ
り
ふ
や
所
作
、
舞
台
上
の
展
開
に
つ
い
て
、
細
か
に
記
録

し
て
い
る
。
シ
テ
の
所
作
等
は
書
き
表
し
に
く
か
っ
た
と
い
う
事
情
も
あ
っ
た
か
も

知
れ
な
い
が
、
全
六
丁
の
半
分
強
は
間
狂
言
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
「
見

物
大
段
書
付
」
書
写
者
の
関
心
も
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
急
ノ
舞
に
続
い

て
白
拍
子
が
鐘
入
り
し
た
衝
撃
を
、
ヲ
モ
は
落
雷
と
、
ア
ド
は
地
震
と
勘
違
い
す
る

（
三
丁
表
～
四
丁
表
）
と
い
う
の
は
、
現
行
の
〈
道
成
寺
〉
演
能
に
も
見
え
る
展
開
で

は
あ
る
が
、
ヲ
モ
が
「
い
や
い
や
、
落
た
と
あ
つ
て
ハ
よ
い
と
ハ
被
仰
ま
い
。
人
し
ら

ぬ
内
つ
り
上
て
置
ふ
」（
四
丁
表
）
と
言
っ
て
ア
ド
と
引
き
上
げ
よ
う
と
す
る
せ
り
ふ

な
ど
は
、
管
見
の
間
狂
言
本
等
に
は
見
え
な
い
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
鐘
に
手
を
触

れ
た
ア
ド
が
、「
身
共
が
手
を
見
て
お
く
り
や
れ
。
手
の
皮
が
鐘
へ
引
つ
い
て
身
が
出

た
こ
と
じ
や
」
と
言
い
、ア
ド
が
「
真
つ
黒
ニ
焦
げ
た
」
と
応
じ
る
（
四
丁
表
）
の
も
、

管
見
の
間
狂
言
本
に
は
見
え
な
い
や
り
と
り
で
あ
る
。
現
行
の
も
の
よ
り
は
、
せ
り

ふ
に
よ
り
凄
惨
な
表
現
を
交
え
て
、
逆
に
滑
稽
味
を
強
調
す
る
展
開
と
な
っ
て
い
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
続
く
ア
ド
の
「
扨
是
に
つ
き
て
何
ぞ
変
わ
つ
た
事
ハ
無
か
つ

た
か
」
と
の
問
い
掛
け
に
、ヲ
モ
は
「
イ
ヤ
イ
ヤ
何
も
知
ら
ぬ
こ
と
じ
や
」
と
応
じ
て
、

ア
ド
よ
り
顔
色
が
変
わ
っ
た
こ
と
を
糾
弾
さ
れ
、
ヲ
モ
は
「
そ
ふ
あ
ら
バ
隠
さ
れ
ぬ
、

語
て
聞
カ
ソ
ウ
―
」
と
応
じ
て
い
た
ら
し
い
（
四
丁
表
～
四
丁
裏
）。
つ
ま
り
、
前
シ

テ
白
拍
子
を
鐘
供
養
の
場
に
入
れ
た
の
は
、
ヲ
モ
ア
イ
の
能
力
一
人
の
計
ら
い
で
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
ら
し
く
、
乱
拍
子
の
前
に
前
シ
テ
に
烏
帽
子
を
渡
す
際
に
、「
勿
論
ヲ

モ
狂
言
一
人
に
て
ア
ド
は
此
辺
か
ま
い
申
さ
ず
」（
一
丁
裏
）
と
注
記
さ
れ
て
い
る
こ

と
と
も
対
応
し
て
い
よ
う
。
例
え
ば
江
戸
末
期
写
の
和
泉
流
三
宅
庄
市
手
沢
本
が
、「
下

懸
リ
」
と
し
て
掲
げ
る
間
狂
言
（『
狂
言
集
成
』
所
収
）
と
同
様
の
展
開
で
あ
り
、
現

行
〈
道
成
寺
〉
の
演
能
の
際
に
も
見
え
る
展
開
で
は
あ
る
も
の
の
、
前
シ
テ
の
こ
と

は
ア
ド
は
一
切
あ
ず
か
り
知
ら
ぬ
こ
と
で
、
ヲ
モ
一
人
に
咎
が
あ
っ
た
と
い
う
点
が
強

調
さ
れ
て
演
じ
ら
れ
て
い
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
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な
お
右
の
ア
ド
ア
イ
の
せ
り
ふ
に
つ
い
て
は
、
清
書
本
と
草
稿
本
の
間
に
（
校
異

16
）
に
示
す
ご
と
く
異
同
が
あ
り
、
草
稿
本
の
連
綿
の
筆
跡
を
、
清
書
本
は
見
誤
っ

て
写
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
草
稿
本
と
清
書
本
と
の
関
係
に
つ
い
て
言
え
ば
、

草
稿
本
の
書
写
者
は
観
覧
し
な
が
ら
並
行
し
て
記
述
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
草
稿

本
が
や
は
り
筆
の
運
び
が
早
く
、
清
書
本
の
落
ち
着
い
た
筆
の
運
び
と
は
、
一
見
し
て

紙
面
か
ら
異
な
る
印
象
を
受
け
る
。
配
字
や
字
形
等
に
つ
い
て
は
両
本
は
ほ
ぼ
共
通

し
て
お
り
、
清
書
本
の
書
写
者
は
草
稿
本
を
注
意
深
く
参
照
し
つ
つ
写
し
た
も
の
と

思
わ
れ
る
が
、
こ
の
（
校
異
16
）
の
異
同
の
他
に
も
、（
校
異
7
）（
校
異
14
）（
校
異

23
）
等
、
小
さ
な
相
異
で
は
あ
る
が
、
何
れ
も
清
書
本
の
本
文
は
不
適
当
で
解
し
に

く
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
両
本
の
間
に
は
、（
校
異
20
）（
校
異
21
）
の
ご
と
く
、
あ

る
程
度
ま
と
ま
っ
た
注
記
の
有
無
と
い
う
相
異
点
も
あ
る
。
従
っ
て
、
仙
助
能
を
観

覧
し
て
草
稿
本
を
記
し
た
者
と
、
草
稿
本
を
座
右
に
提
出
用
に
清
書
し
た
者
と
は
別

で
あ
る
。
清
書
本
書
写
者
は
、
草
稿
本
書
写
者
ほ
ど
に
は
能
に
つ
い
て
の
素
養
を
有

さ
な
い
、
或
い
は
藩
主
の
祐
筆
の
よ
う
な
者
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。

　
「
見
物
大
段
書
付
」
か
ら
得
ら
れ
る
情
報
は
他
に
も
ま
だ
あ
る
。
草
稿
本
は
、「
尤

い
ろ
の
よ
ふ
な
る
謡
ひ
よ
ふ
な
り
」（
一
丁
表
）
と
、
前
シ
テ
の
次
第
の
謡
に
つ
い
て
、

イ
ロ
（
現
在
で
は
観
世
流
の
謡
い
方
の
補
助
記
号
）
の
よ
う
だ
と
記
し
て
い
る
。
草

稿
本
の
書
写
者
は
、謡
い
方
に
つ
い
て
も
、耳
を
傾
け
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
ま
た
、

「
橋
」「
狂
言
柱
」「
見
付
」「
見
付
柱
」「
横
正
面
」
等
の
用
語
か
ら
は
、
仙
助
座
の
興

行
の
舞
台
構
造
等
が
窺
え
、
ま
た
一
方
で
は
、
宇
和
島
藩
士
が
、
能
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
な
語
を
用
い
て
い
た
か
も
知
ら
れ
よ
う
。
子
細
に
見
れ
ば
、「
見
物
大
段
書
付
」
か

ら
得
ら
れ
る
情
報
は
よ
り
多
岐
に
わ
た
る
も
の
と
な
ろ
う
。

［
宇
和
島
藩
主
・
藩
士
と
「
見
物
大
段
書
付
」］

　
「
書
付
候
得
共
、
何
分
書
ほ
ど
き
が
た
く
御
座
候
。
御
す
い
し
可
被
遊
候
」
と
い
っ

た
文
言
か
ら
も
、「
見
物
大
段
書
付
」
は
、
宇
和
島
藩
士
の
何
者
か
が
、
仙
助
能
の
〈
道

成
寺
〉
を
観
覧
し
、
宇
和
島
藩
主
に
報
告
・
提
出
し
た
記
録
で
あ
っ
た
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
。
辻
能
と
し
て
の
仙
助
能
に
対
し
て
、
宇
和
島
藩
主
も
ま
た
、
或
い
は
藩
主

と
し
て
の
自
身
が
直
接
、
観
覧
に
赴
く
こ
と
は
憚
ら
れ
た
も
の
の
、
強
い
関
心
を
抱

い
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
『
仙
助
座
一
件
留
』
に
は
、「
惣
右
衛
門
ハ
諸
国
に
て
、
年
分
五
六
十
度
道
成
寺
を

舞
候
事
故
、
神
沢
其
調
子
の
翁
草
に
も
、
其
名
人
な
る
事
を
誉
給
へ
り
」
と
見（

注
９
）え
、

前
掲
『
翁
草
』
の
本
文
が
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
う
し
た
仙
助
能

の
〈
道
成
寺
〉
の
評
判
は
宇
和
島
藩
主
の
耳
に
も
届
い
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。「
見

物
大
段
書
付
」
が
〈
道
成
寺
〉
の
観
覧
記
録
で
あ
る
こ
と
を
考
え
た
と
き
、『
乱
舞
方

重
習
』
に
は
、
他
に
も
〈
道
成
寺
〉
の
型
付
や
囃
子
付
、
乱
拍
子
に
関
す
る
書
付
等

の
資
料
が
多
数
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
想
起
さ
れ
る
。「
見
物
大
段
書
付
」
も
、
宇
和

島
藩
に
お
け
る
〈
道
成
寺
〉
演
能
へ
の
関
心
の
高
さ
、
研
究
・
探
究
の
姿
勢
を
反
映

し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
記
述
し
た
宇
和
島
藩
士
と
、
提
出

を
受
け
て
目
を
通
し
た
で
あ
ろ
う
藩
主
そ
れ
ぞ
れ
が
、
詞
章
や
型
付
、
小
鼓
の
手
に

い
た
る
ま
で
、〈
道
成
寺
〉
に
精
通
し
て
い
た
者
で
あ
っ
た
ろ
う
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

記
述
し
た
宇
和
島
藩
士
と
は
、
ど
の
よ
う
な
人
物
が
想
定
さ
れ
よ
う
か
。

　

例
え
ば
、
宇
和
島
藩
の
家
老
を
代
々
勤
め
た
桜
田
家
で
は
、
四
代
藩
主
村
年
・
五

代
藩
主
村
候
に
仕
え
た
桜
田
玄
蕃
（
右
門
親ち

か
よ
し由
）
が
、
自
家
で
も
謡
初
の
行
事
を
行
っ

て
い
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
お

）
（校

（
注

り
、
明
和
二
年
（
一
七
六
五
）
の
「
家
中
由
緒
書
」
に
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は
、
村
年
や
村
候
か
ら
度
々
「
御
囃
子
」
を
命
ぜ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
見
え
て
お
り
、

玄
蕃
（
親
由
）
は
、
謡
や
囃
子
に
堪
能
で
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
宇
和
島
伊
達
家
伝
来
文
書
に
よ
り
、
元
文
三
年
（
一
七
三
八
）
九
月
か
ら

十
二
月
に
か
け
て
、
京
阪
に
上
っ
た
玄
蕃
が
、
様
々
な
芸
能
の
見
物
に
出
掛
け
て
い

た
こ
と
が
、
河
合
眞
澄
氏
に
よ
っ
て
報
告
さ
れ
て
い

）
（（

（
注

る
。
文
書
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
京

で
十
月
五
日
に
「
水
木
辰
之
助
芝
居
見
物
ニ
参
ル
」
と
、
芝
居
を
観
た
後
、
十
三
日
に

禁
裏
で
「
菊
之
御
能
」
を
拝
見
し
て
い
る
。
そ
の
後
は
大
坂
へ
移
動
し
、
二
十
七
日

の
記
事
で
は
、「
半
左
衛
門　

与
惣　

忠
助
」
の
三
名
を
連
れ
て
「
座（

マ
マ
）麻江
能
見
物
ニ
参　

加
茂　

俊
成（

マ
マ
）

　

忠
度
見
物
」
と
坐
摩
で
能
を
見
物
し
た
後
、「
道
頓
堀
へ
参　

出
羽
芝

居
見
物
」
と
、
伊
藤
出
羽
掾
座
の
人
形
浄
瑠
璃
を
見
物
し
て
い
る
。「
与
惣
」
は
、「
家

中
由
緒
書
」
に
よ
れ
ば
山
﨑
与
惣
右
衛
門
の
こ
と
で
あ
り
、「
御
入
部
以
来
毎
度
御
囃

子
之
節
罷
出
相
勤
候
」
と
村
候
の
囃
子
の
相
手
を
勤
め
た
家
臣
で
あ
る
。
仙
助
能
が

盛
ん
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
宝
暦
期
よ
り
は
少
し
早
い
時
期
の
記
事
で
は
あ

る
が
、
玄
蕃
は
京
阪
周
辺
の
様
々
な
芸
能
に
も
接
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
他
に
も
玄

蕃
は
、伊
勢
神
宮
や
住
吉
社
へ
も
藩
主
の
「
御
代
参
」
と
し
て
参
詣
し
た
こ
と
が
あ
り
、

江
戸
と
の
往
復
の
他
に
も
各
地
へ
向
か
っ
た
人
物
で
も
あ
っ
た
。

　

桜
田
玄
蕃
の
ご
と
き
家
老
職
の
者
で
な
い
と
し
て
も
、「
見
物
大
段
書
付
」
を
記
し

た
者
は
、
藩
主
近
く
に
仕
え
て
い
た
藩
士
で
は
あ
ろ
う
。
宇
和
島
藩
で
は
、
例
え
ば

五
代
藩
主
村
候
の
治
政
期
に
は
、
藩
の
職
制
と
し
て
、
小
姓
頭
の
管
轄
下
に
「
御
囃

子
方
」
や
「
御
能
方
」
が
あ
っ

）
（校

（
注

た
。
こ
の
「
見
物
大
段
書
付
」
を
記
し
た
者
は
、
囃

子
方
や
能
方
等
に
お
い
て
藩
の
能
楽
に
関
す
る
営
み
に
携
わ
っ
た
り
、
或
い
は
藩
主

の
囃
子
や
謡
の
相
手
を
日
々
勤
め
、
ま
た
は
指
南
を
行
う
よ
う
な
、
小
姓
ク
ラ
ス
の

近
習
で
あ
っ
た
こ
と
も
想
定
さ
れ
よ
う
。

　

愛
媛
県
立
図
書
館
蔵
『
堀
井
仙
助
能
番
組
』
に
よ
り
、
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）

か
ら
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
に
か
け
て
、
道
後
・
三
津
浜
・
松
前
浜
等
、
松
山
近

辺
で
十
回
程
度
の
仙
助
座
の
興
行
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ

）
（校

（
注

る
が
、
村
候
よ
り
は
後

の
六
代
村
寿
・
七
代
宗
紀
が
藩
主
で
あ
っ
た
時
期
の
こ
と
で
あ
る
。「
見
物
大
段
書
付
」

の
「
お
国
に
て
は
」
と
い
っ
た
文
言
か
ら
は
、
少
な
く
と
も
こ
れ
は
宇
和
島
外
で
の

興
行
を
観
た
記
録
で
あ
ろ
う
が
、右
の
玄
蕃
の
観
劇
の
例
な
ど
を
も
勘
案
す
れ
ば
、「
見

物
大
段
書
付
」
は
、
伊
予
に
限
ら
ず
、
宇
和
島
藩
士
が
京
阪
や
そ
の
他
の
地
に
お
け

る
仙
助
能
の
興
行
を
観
た
記
録
で
あ
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。『
乱
舞
方
重
習
』

の
内
容
物
の
大
半
が
、
特
に
五
代
藩
主
村
候
に
縁
の
あ
る
文
書
等
で
あ
る
こ
と
を
勘

案
す
れ
ば
、「
見
物
大
段
書
付
」
は
、
仙
助
座
の
比
較
的
は
や
い
時
期
の
様
相
を
窺
わ

せ
る
資
料
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。
観
能
や
記
載
の
時
期
を
確
定
さ
せ
る
に
足
る
手

掛
か
り
を
今
は
見
出
せ
な
い
も
の
の
、
仙
助
能
に
つ
い
て
、
ま
た
宇
和
島
藩
の
能
楽

に
つ
い
て
、
考
察
す
る
資
料
と
す
べ
く
、
ま
ず
は
こ
こ
に
「
見
物
大
段
書
付
」
に
つ

い
て
概
要
を
報
告
す
る
。

［
注
］

（
注
1
） 

近
代
史
文
庫
宇
和
島
研
究
会
編
『
宇
和
島
藩
庁
・
伊
達
家
史
料
四　

家
中
由

緒
書 

上
』（
一
九
七
八
年
）
に
よ
る
。
な
お
「
元
和
八
年　

分
限
牒
全
」
に
も

同
様
の
記
事
が
見
え
る
が
、Ｗ
Ｅ
Ｂ
公
開
さ
れ
て
い
る
「
宇
和
島
伊
達
家
文
書
」

の
画
像
の
内
、同
年
の
別
冊
の
分
限
帳
で
は
、「
半
都
」
は
抹
消
さ
れ
て
い
な
い
。

（
注
2
） 

森
松
幸
夫
氏
「
宇
和
島
藩
の
能
」（『
愛
媛
能
楽
史
』
一
九
八
九
年
、
愛
媛
能
楽
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協
会
）。

（
注
3
） 
宇
和
島
伊
達
文
化
保
存
会
蔵
本
（
全
五
冊
）
の
「
仁
」
冊
よ
り
抜
粋
し
、
私
に

校
訂
す
る
。
同
書
は
、「
村
候
公
御
教
訓
書
」
と
し
て
、「
白
痴
篇　

拾
壹
本
」

と
同
じ
桐
箱（
圖
書
甲 

二
十
四
號 

二
十
五
號
）に
収
め
ら
れ
て
い
る
。『
白
痴
篇
』

（
全
十
一
冊
）
は
、
明
和
四
年
（
一
七
六
七
）
序
の
村
候
著
述
の
随
筆
で
あ
り
、

全
冊
に
村
候
の
「
隆
」
印
章
の
捺
さ
れ
た
村
候
自
筆
題
簽
を
備
え
て
い
る
。

（
注
4
） 『
乱
舞
方
重
習
』
の
内
容
物
に
つ
い
て
は
、国
文
学
研
究
資
料
館
基
幹
研
究
「
日

本
古
典
文
学
に
お
け
る
〈
中
央
〉
と
〈
地
方
〉」
編
『
研
究
成
果 

日
本
古
典
文

学
に
お
け
る
〈
中
央
〉
と
〈
地
方
〉』（
二
〇
一
六
年
三
月
）
所
収
、
拙
稿
「
宇

和
島
伊
達
文
化
保
存
会
蔵
『
乱
舞
方
重
習
』
解
題
」
を
参
照
。

（
注
5
） 

伝
存
す
る
宇
和
島
伊
達
家
の
能
道
具
等
に
つ
い
て
は
、
国
立
能
楽
堂
事
業
推
進

課
調
査
資
料
係
編
『
平
成
二
十
八
年
度
国
立
能
楽
堂
特
別
展
示 

宇
和
島
伊
達

家
の
能
楽
（
図
録
）』（
二
〇
一
六
年
十
月
）
を
参
照
。
な
お
、『
乱
舞
方
重
習
』

と
宇
和
島
藩
の
能
楽
に
つ
い
て
は
、
同
図
録
所
収
の
拙
稿
「
宇
和
島
伊
達
家
の

能
楽
の
諸
相
―
『
乱
舞
方
重
習
』
と
五
代
藩
主
村
候
の
治
政
期
を
中
心
に
」
を

参
照
。

（
注
6
） 『
日
本
随
筆
大
成
〈
第
三
期
〉
20
』
吉
川
弘
文
館
、
所
収
の
本
文
に
よ
る
。
橋

本
権
之
進
は
享
保
期
の
演
能
活
動
が
知
ら
れ
る
喜
多
流
か
金
春
流
の
大
夫
と
い

う
（
小
林
英
一
氏
「
江
戸
中
期
の
宗
祖
遠
忌
能
―
西
本
願
寺
文
書
『
近
世
京

都
等
能
番
組
集
』
か
ら
―
」『
本
願
寺
史
料
研
究
所
報 

17
号
』
一
九
九
六
年
五

月
）。

（
注
7
） 

殿
田
良
作
氏
「
照
葉
能
狂
言
史
料
（
仙
助
・
寿
三
郎
・
祐
三
郎
）」（『
密
田
良

二
教
授
退
官
記
念
論
集
』
一
九
六
九
年
、
所
収
）。

（
注
8
） 

天
野
文
雄
氏「
仙
助
能
の
番
組
と《
鐘
巻
道
成
寺
》―
愛
媛
県
立
図
書
館
蔵『
堀

井
仙
助
能
番
組
』
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
藝
能
』
一
九
九
三
年
四
月
）、
飯
塚
恵

理
人
氏「
高
力
種
信（
猿
猴
庵
）著『
瀧
口
寺
開
帳
記 

附
録
』に
観
る「
仙
助
能
」

の
芸
態
―
広
小
路
神
明
社
「
龍
口
」
上
演
を
中
心
に
―
」（『
名
古
屋
芸
能
文

化 

第
七
号
』
一
九
九
七
年
十
二
月
）、
小
林
責
氏・根
岸
理
子
氏
「〈
照
葉
狂
言
〉

と
〈
今
様
能
狂
言
〉
―
主
と
し
て
そ
の
呼
称
に
つ
い
て
―
」（『
武
蔵
野
女
子
大

学
能
楽
資
料
セ
ン
タ
ー
紀
要 

No. 

9
』
一
九
九
九
年
三
月
）、
山
本
晶
子
氏
「
馬

瀬
狂
言
保
存
会
所
蔵
仙
助
能
の
番
組
二
種
に
つ
い
て
―
明
和
～
安
政
期
の
仙

助
座
の
動
向
を
ふ
ま
え
て
―
」（『
年
刊
藝
能 

第
十
一
号
』
二
〇
〇
五
年
四
月
）、

宮
本
圭
造
氏
「
続
・
江
戸
時
代
能
楽
繁
盛
記
―
仙
助
能
の
宙
返
り
。
喜
多
流
の

大
夫
が
真
似
て
評
判
を
と
る
―
」（『
観
世
』
二
〇
〇
八
年
二
月
）
等
。

（
注
9
） 

本
稿
中
に
引
用
す
る
『
仙
助
座
一
件
留
』
本
文
は
、
片
桐
登
氏
解
題
・
校
訂

『
仙
助
座
一
件
留
』（『
日
本
庶
民
文
化
史
料
集
成　

第
三
巻　

能
』
三
一
書
房
、

一
九
七
八
年
、
所
収
）
に
よ
る
。

（
注
10
） 

河
合
眞
澄
氏
「
伊
達
村
候
と
芸
能
（
三
）」（『
愛
媛
大
学
教
養
部
紀
要 

第
21
号

―
Ⅰ
』
一
九
八
八
年
十
二
月
）。

（
注
11
） 「
伊
達
村
候
と
芸
能
（
二
）」（『
愛
媛
大
学
教
養
部
紀
要 

第
XX
号
―
１
号
』

一
九
八
七
年
十
二
月
）。記
事
本
文
も
河
合
氏
稿
の
翻
刻・解
説
よ
り
引
用
す
る
。

（
注
12
） 
注
5
拙
稿
。

（
注
13
） 

注
8
天
野
氏
論
稿
。
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［
資
料
画
像
］

（
参
考
）
清
書
本
（
一
丁
表
）

草
稿
本　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
丁
表
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
丁
裏
・
二
丁
表
）
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（
二
丁
裏
・
三
丁
表
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
丁
裏
・
四
丁
表
）
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（
四
丁
裏
・
五
丁
表
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
丁
裏
・
六
丁
表
）
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（
六
丁
裏
）

  　［
付
記
］

　

本
稿
は
、
平
成
二
十
五
～
二
十
七
年
度
国
文
学
研
究
資
料
館
基
幹
研
究
「
日
本
古

典
に
お
け
る
〈
中
央
〉
と
〈
地
方
〉」
の
成
果
の
一
つ
で
あ
る
。

　

資
料
の
閲
覧
調
査
、
翻
刻
・
画
像
掲
載
に
つ
い
て
御
許
可
下
さ
い
ま
し
た
公
益
財

団
法
人
宇
和
島
伊
達
文
化
保
存
会
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。




